
令和７年８月６日

あきる野市議会議長 殿

会 派 名 明るい未来を創る会

代表者氏名 清水 晃

会派の（ 調査研究 ・研修 ）報告書

このことについて、下記のとおり実施したので報告します。

記

※ 自家用車又はレンタカーを使用した場合は、必ず自家用車・レンタカー使用報告書を添

付してください。

１ 調査研究または

研修実施日
令和７年７月２２日（火）

２ 調査研究または

研修の場所

静岡県牧之原市役所

３ 調査研究事項

または研修名

地域リーダー育成プロジェクト

４ 参加者氏名

（１名）

中村のりひと

５ 調査研究または

研修の概要及び

感想等

別紙のとおり
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○地域リーダー育成プロジェクト

【概要】

平成 27 年度から、市内にある県立相良高校、県立榛原高校の生徒を対象にしながら、静岡

県立大学をはじめとする大学機関や地元企業、自治会など、地域の協力を得て、事業を展開

しています。令和７年度で 11 年目を迎えます。

牧之原市内にある県立相良高校と県立榛原高校の生徒たちが「学び合いの場」で大学生や

大人たちとの対話を通して、将来地域を担うリーダーになることを目指して取り組んでいま

す。

高校と地域が連携協働することにより、地域に誇りを持つ、将来、地域を担う、地域の課

題解決に貢献するような人材を育成することを目指し、住民主体の対話文化やファシリテー

ションを重視しながら進められています。企画は、牧之原市役所、県立相良高校、県立榛原

高校、市民ファシリテーターが行っています。

以前は全ての回に参加することが前提でしたが、今は 1回ごとに参加することができま

す。

最近の実施内容は、令和３年度「高校生×牧之原市 対話プロジェクト～牧之原市を学び

ながら、対話のスキルを取得」、令和４年度から令和６年度「多様な大人との対話の場・フ

ァシリ研修～多様な人と対話し、市や自分の将来と向き合う」

10 年間で延べ 932 名の高校生が参加。0BOG は地域や市役所にて活躍しています。

【感想】

以前から視察に伺いたく、何度かの調整の末訪れることができ、受け入れて頂いた牧之原

市の皆さんに感謝申し上げます。

担当の地域振興課の職員から様々伺いました。説明職員の方がこの地域リーダー育成プロ

ジェクトの OG の方でした。しっかりと地域人材として地元に根付いていることがわかりまし

た。牧之原市は、知る人ぞ知る「対話」による協働のまちづくりを実践されてきています。

2005 年 10 月から 2017 年まで市長を務められた西原茂樹氏が選挙で掲げたマニフェスト

「市民参画と協働を推進する」をしっかりとトップダウンとして進め、そこから協働のまち

づくりというボトムアップのスタイルを進めてきたことに新たな気づきを得た気がしまし

た。可能な限りの物事を住民のボトムアップで決めるのが良いと考えがちですが、その枠組

みを作ることが出来ないままに陥りがちな協働のまちづくりをトップダウンで進めることも

重要なことを学びました。

その土台の上に、「高校生にも対話を」という思いが住民から生まれ、地域リーダー育成

プロジェクトが誕生した背景を知ることができました。

これまでの一般質問において、ファシリテーターの必要性、まちづくりにおいての対話の

必要性を提案し、職員向け及び住民向けへのファシリテーション研修等の導入を訴えてきま

した。必要性は理解いただいていると思いますが、今後の提案において、非常に参考になる

視察となりました。

本市のみならず、どこの自治体の職員採用に苦慮している現状を考えると、このプロジェ

クトの OROG が入庁し、職員として地域振興課に配属され、さらにこのプロジェクトをブラッ



（別紙）

ッシュアップされていることも、本市の採用へのアイデアにも繋がりそうです。


